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論文内容の要旨 
本研究の目的は，遺伝性乳がん卵巣がん症候群（hereditary breast and ovarian cancer 

















































本研究の独創的な点は、Reed P G の理論を基盤にして、人がこれまでにない境遇に立たさ
れたとき、ホメオダイナミックスの原理で現在の状況を乗り越えていく能力、すなわちセル
フ・トランセンデンスに着眼して、HBOC である乳がん女性のセルフ・トランセンデンス
はどのようなものであるかを探究したことである。青木氏は、文献検討、セルフ・トランセ
ンデンスの概念分析を行い、概念定義をし、そのうえで研究の枠組みを丁寧に作成している。
遺伝的リスクがある患者へのアクセスが困難な中、倫理的配慮を十分行い 13 名を対象に質
的記述的研究を実施した。 
本研究の結果、HBOC である乳がん女性のセルフ・トランセンデンスは、【生き続けるため
に最善の方略を模索しながら、自己内対峙する】、【脈々と継承される血縁の繋がりを自覚す
る】、【当事者として利他的になる】、【支え，支え合う存在が在ることを認識する】、【HBOC
に対する見解の多様性を受け入れる】、【囚われていた観念から脱皮し、「HBOC」と共生す
る】、【未来を惟い，今を生き抜く】の７つのカテゴリーで説明することができ、新たな知見
をもたらした。また、HBOC である乳がん女性のセルフ･トランセンデンスは、【生き続け
るために最善の方略を模索しながら、自己内対峙する】、【脈々と継承される血縁の繋がりを
自覚する】が相互に影響しながら、【当事者として利他的になる】能力を 
推進していた。そして、【当事者として利他的になる】は、【支え，支え合う存在が在ること
を認識する】に影響を受けながら、【HBOC に対する見解の多様性を受け入れる】、【囚われ
ていた観念から脱皮し、「HBOC」と共生する】、【未来を惟い、今を生き抜く】という 3 つ
の能力を推進することを新たに解明することができた。 
審査の過程では、セルフ・トランセンデンスの分析過程、サブカテゴリー名、7 つのカテ
ゴリーの関係性、看護実践への活用等について質疑応答がなされ、今後の研究の発展に向け
ての助言を得た。本研究は、HBOC である乳がん女性のセルフ・トランセンデンスについ
ての新知見を見出し、臨床実践の場に HBOC である乳がん女性のセルフ・トランセンデン
スに着眼し高めることを目指した新たな看護実践を示唆するとともに、がん看護学、遺伝看
護学分野にセルフ・トランセンデンスの概念で状況を乗り越えていく力を理解する視点や
７つの能力の関連性を提示し、教育や実践に活用する礎を築いたと評価できた。 
以上のことから、本審査委員会は、博士論文審査基準に基づき提出論文を審査した結果、本
研究は、研究テーマの着眼点、独創性、研究へ着実な取り組み、丁寧な分析過程、論理的な
論証による考察、新規性、研究成果の有効性と実践への発展性、がん看護学発展への学術的
価値があると結論づけ、博士（看護学）の学位授与に値する研究成果であることを認めた。 
 
